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参考文献：DOVALの第五定義法:上図 Dovalの幾何学カバー裏表紙

4 点で定まる Dovalinout



Dovalinoutの長短軸の新作図定理について

蛭子井博孝 幾何数学研究センター

http://ebisuihirotaka-1.com/DOVAL-1/

概要：Dovalinout の長短軸は、楕円の短軸の構図を Dovalin（デカルトの卵形線に拡張す
る構図を見つけた 1993 年の夏に、研究は遡る。楕円の短軸は、対称軸で、卵形線の短軸
は、非対称軸になる。ここで、Dovalinout とは、点と円からの距離の比が一定な曲線で，
これを円から線に戻した２次曲線の一般化である．Ovalinの短軸は、対称軸の中点から、
卵形線上の点までの距離が最短な点を結ぶ線分である。この形状位置の新作図法を，以下

に報告する。

１．はじめに、

Dovalinout は、２００４年の ICGG で、デカルトの卵形線の内外分枝を Doval と名付け
たところを、人名と間違うため、勝手に名付け直したものである。その定義をカラチにす

るため、作図法が必要になり、探し、１９７３年図学研究に掲載した経緯がある。Dovalinout
の運動幾何学的作図構図の中に、短軸長軸の作図法を見いだした。2 ページから 3 ページ
にその構成図を示す。

2．構図の説明
2 － 1 2 ページは、RAPIDCAD による作図法を発見した図面である。2 つの補助円と第
一第二焦点の垂直 2等分線との交点を長短軸を求める補助点にする構図である。
2－ 2 3ページは、Geogebraを用いた短軸長軸の構図である。
3．まとめ、
新長短軸作図法は、第 4 作図定理の中にインプリメントされたもので、5，6 ページの

読図で、理解されよう。その読図の手伝いを、発表時に図面を見ながら説明する。
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内短軸外長軸の垂直 2等分線は第三焦点 F3を通る
長短軸の接線影法線影の交点の垂直 2等分線は、F3を通る




